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平
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二
十
六
年
度
～
平
成
三
十
年
度) 

 

 

あ・ら伊達な道の駅内 そば工房「鵙目そば」 

       山口 敦子 

 「いらっしゃいませ」私は１３年前，農家の母ちゃんからそば屋の母ちゃんに華麗なる

転身？をしました。同じ地区の５人で合名会社「鵙目（もずめ）そば」を立ち上げました。 

 不安でおろおろする私達にある人が「そば打ち以外は，あんだらプロみだいなもんだべ」

と言ってくれました。そうだ！毎日ごはん作っては片づけて，「おいしい」の一言に元気

をもらい，少ない予算で豪華に見せる技を身につけ，２０年以上も家計を切り盛りしてき

た私達。しかも５人。５倍のパワーが出るということなのです。とはいえ，今まで続ける

事が出来たのは多くの方々に助けていただいたからに 

外なりません。 

 最後に起業をお考えの方に私からエールを送りたい 

と思います。まず，仲間を作って下さい。そして自分 

達が楽しんでできる事を見つけましょう。 

チャンスはすぐそこに。フレーフレー。 

 

ち
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ゃ ん   働
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く 母 フ レ ― フ レ ―  リレー 
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大
崎
市
で
は
こ
れ
ま
で
平
成
二
十
一
年
三
月
に
策
定
し
た

「
第
一
次
大
崎
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、「
一

人
ひ
と
り
が
一
人
の
人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
社
会
」
の
実

現
に
向
け
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
五
年
間
の
計
画
で
は
、
七
つ
の
基
本
的
施
策
か
ら
率
先

し
て
取
り
組
む
よ
う
位
置
づ
け
さ
れ
た
百
四
十
の
対
象
事
業

を
選
定
し
、
審
議
会
等
の
諮
問
機
関
を
経
て
事
業
の
改
善
や
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
検
証
結
果
か
ら
は
男
女
共

同
参
画
の
視
点
に
配
慮
し
た
項
目
が
な
だ
ら
か
に
増
え
て
お

り
、
職
員
の
意
識
向
上
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

本
市
に
お
い
て
も
、
少
子
化
・
高
齢
化
現
象
の
同
時
到
来
や

地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
、
経
済
の
長
期
低
迷
に
よ
る
雇
用
不

安
・
非
正
規
労
働
者
の
増
加
や
格
差
拡
大
な
ど
社
会
経
済
情
勢

の
大
き
な
転
換
期
で
の
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、 

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト 

の
第
二
次
大
崎
市
男
女
共
同
参
画 

推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
こ 

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
活 

か
し
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か 

ら
関
係
課
が
連
携
し
横
断
的
に
事 

業
を
展
開
さ
せ
、
男
女
共
同
参
画 

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計 

画
的
に
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
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デートＤＶ防止学習会 

   男女間の交際が始まる若年期に交際相手からの暴力の問題について考える機会を設け，正しい知識と理

解を深めるため，大崎市では宮城県とともに，市内の中学校・高校の協力を得て「平成２６年度デートＤ

Ｖ防止学習会」を中学校２校，高校４校で実施しました。 

講師が｢高校生・大学生の女性の３人に１人がデートＤＶの被害に遭っている。｣と話した場面では生徒

からどよめきが上りました。また，デートＤＶをなくすためになぜ起こるのかを知る事から学習し，自分

が無意識に暴力的な態度をとっていないかをチェックしました。さらに，｢交際相手から被害にあった女

性の約４割が誰にも相談できずにいる。相談相手で最も多いのが友人です。友人から相談を受けたり、様

子がおかしい…などの気づきがあったら『あなたは悪くない』と励まし，サポートを広げるために信頼で

きる大人に繋げられるよう支えて欲しい。｣と話がありました。 

     “対等でお互いを尊重しあえる関係を築くために 交際相手を思いやる心を持ちましょう” 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおさき男女共同参画推進ニュース『With』では，みなさんのご意見・感想・情報をお待ちしております。    

大崎市市民協働推進部まちづくり推進課  男女共同参画推進室 電話 23-5069 

古川地域女性団体連絡協議会 

会長 婦人防火クラブ 千葉ひさを 

この会は，平成１６年古川地域女性団体連絡協議会として１５団体により設立されました。現在は９団

体で活動しております。 

この会の目的は，地域内の女性団体がお互いに協力し合いながら交流を深め，女性の社会参画による，

豊かで活力あるまちづくりを目指すこととしております。加入団体はＪＡ女性部，婦人団体連絡協議会，

ボランティア連絡会，交通安全母の会，商工会議所女性会，婦人防火クラブ連合会，農産加工クラブ連絡

協議会，農村生活研究グループ連絡協議会，更生保護女性会の９団体です。 

平成２６年度事業計画として３つのテーマを柱に活動しています。 

①環境を守る運動（レジ袋削減運動，環境フェアへの参加） 

②健康を守る運動（ピンクリボン啓発運動）  

③男女共同参画を推進する運動 （男女共同参画事業への参画，女性組織のネットワークづくり） 

皆さまのご協力ご指導のほど，よろしくお願いたします。 

  

地域で輝く女性たち 

 

  

ふるかわまつりでのピンクリボン運動         環境フェアでのレジ袋削減運動･男女共同参画の啓発 

 


